



































































1 ） 赤岡（1993）の 4 つのパターンに関しては、赤岡（1993），96-109頁。
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これらは現在でも経営学の中心的主題のひとつである（例えば、神林 , 2009; 脇坂 , 2007; 

































































5 ） 副業・兼業に関するガイドラインに関しては次の Web ページを参照。厚生労働省「副業・兼業」（https://











成長（development）させることのできる人材が求められるのである（Luthans et al., 2015）7 ）。
以上から、自らを成長させる人材がいかなる特徴を有するのかを解明する必要が生じる。
この特徴としては様々なものが考えられるわけであるが、そのひとつとして導出されたのが
サイキャップという心理状態である（Luthans et al., 2015）。
それでは、サイキャップとはいかなる心理状態なのだろうか。それを説明するために、以
下ではサイキャップの 4 つの構成要素について詳述する。その４つとは、自信、挑戦力、楽
観性、適応力である（Luthans et al., 2007; 2015）。
3.1　自信（PsyCap Efficacy）
サイキャップのひとつ目の構成要素は自信（PsyCap Efficacy）である。ルーサンスらはバ


















6 ） Luthans et al. （2011）, p220 .
7 ） Luthans et al. （2015）, pp. 4-7 .



















した希望（Hope）という概念から挑戦力（PsyCap Hope）を導出している（Luthans et al., 
2015）。
挑戦力には目標構築力と手段探索力の 2 つの構成要素があり、この 2 つが互いに引き出し
あうことでヒトは新しい目標に挑むことができるとされる。したがって、まずはこの 2 つの
構成要素が何を指すかみていこう（Luthans, et al., 2015）9 ）。
目標構築力（agency/willpower）とは真に達成したいと望む目標を構築する力である。平
易な言葉でいうならば、目標構築力とは何かを熱望する力であり、夢や目標を持つ力である

















































































































当てている。例えば、トラウマを克服した人などである（Luthans et al., 2015）。
しかしながら、サイキャップにおける適応力の特徴は従来の状態への回復を超えた状態へ

















13） Luthans et al. （2015）では過度な楽観性ではなく現実的かつ柔軟な楽観性であることが必要であると述
べられている（Luthans et al., 2015）。この過度の楽観性がもたらす逆機能に関しては本稿の研究対象では
ないため別稿を期す。
















































例えば、仕事 A と仕事 B という 2 空間で活動するヒトを考えてみよう。このヒトが仕事 A
において失敗をしたとしても、それが永続的で普遍的であるとは考えないだろう。なぜなら
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個人の活動空間の増加がサイコロジカル・キャピタルに与える影響（辺見）
